
　新年、あけましておめでとうございます。

今年度も残すところあと３ヶ月となりまし

た。引き続き毎日の給食時間が待ち遠しくな

るような、魅力ある給食作りに努めていきた

いと思います。本年もよろしくお願いいたし

ます。
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ヘビは、食べるときに獲物を

丸のみしますが、皆さんは、

よくかむことを意識して味

わって食べましょう。

日本の学校給食は、明治22年、山形県鶴岡町（現：鶴岡市）の私立忠愛小学校で提供

されたのが始まりとされています。その後、各地に広まったものの、戦争による食料不

足で中断されてしまいました。

戦後、子どもたちの栄養不足を改善するため、昭和21年にアメリカの支援団体

「LARA（アジア救済公認団体）」から、給食用物資の寄贈を受けて、翌年１月から学

校給食が再開されることになりました。昭和21年12月24日に、東京都内の小学校で給

食用物資の贈呈式が行われたことから、この日を「学校給食感謝の日」としましたが、

昭和25年度からは、冬季休業と重ならない１月24日〜30日までの１週間を「全国学校

給食週間」とすることが定められました。

私立忠愛小学校で

提供されたとされる

給食。

支援物資の脱脂粉乳

や缶詰、小麦粉など

を使った給食。

地域でとれる旬の食材を取り入れ、

郷土料理や行事食、世界の料理

など、食育の教材となる給食。

地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取り組みです。学校給食では、

地域でとれた「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理解を深め、地域への愛着を

育むとともに、環境問題や食料自給率といった課題について目を向ける機会にしたいと考えています。

新鮮な旬の味覚を

味わうことができる

運ぶ距離が短くなり、

エネルギーやCO２排出量

が削減でき、環境に優しい

作っている人の顔が

わかり、安心感が

得られる

地域内で資金が還元

され、地域経済の

活性化につながる

農業が活性化する

ことで農地が保全され、

景観の維持や洪水の

防止につながる

SDGs（持続可能な

開発目標）の達成に

貢献できる

地域の産業や食文化への

理解を深めることができる

食料の生産、流通に関わる人びとに

対する感謝の気持ちを育むことが

できる

学校と地域との連携・協力

関係を構築することができる

町田市では、2025年1月分から、市立小・中学校に在籍する児童・生徒の給食費が無償とな

ります。1月分以降の給食費は発生しませんが、これまで給食費を口座振替でお支払いされて

いた方は、2024年4〜12月分までの給食費の増減について、精算により引き落としや還付が発

生することがありますので、5月末まで口座の変更等をしないようお願いします。
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